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に
て
黒
持
飴
と
い
ふ
欺
。
』
と
い
ひ
、
箆
削
崇
胤
の
越
一
ホ
ツ
ガ
ン
ジ
議
願
寺
河
北
部
高
松
に
在
っ
て
、
一
夜
。
子
孫
務
に
世
襲
し
た
。

月
日
賀
三
州
志
、
森
刷
平
次
の
北
海
遊
袈
考
皆
同
設
で
一
提
出
震
波
に
臨
す
る
。
、
一
ホ
ツ
タ
シ
ン
ヰ
モ
ン
堀
田
新
右
衛
門
前
田
利

あ
る
。
し
か
し
繁
繁
・
平
安
の
靭
に
黒
般
の
認
を
周
一
ホ
ツ
ガ
ン
ジ
設
願
寺
珠
洲
榔
松
波
に
在
っ
て
二
家
に
仕
へ
て
ご
百
石
を
受
け
た
。
子
宮
左
衛
門
は
富

ひ
た
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
、
黒
探
舶
の
鮒
か
ら
一
興
宗
商
祇
に
邸
す
る
。
一
山
務
臣
と
な
り
、
そ
の
次
子
新
右
衛
門
は
配
分
知
百

推
し
て
之
を
溺
梅
若
様
の
地
と
す
る
は
謂
れ
な
き
こ
一
ホ
ッ
ケ
ジ
法
華
寺
鳳
京
都
柳
聞
に
在
っ
て
、
一
石
を
得
て
金
揮
に
鴎
っ
た
が
、
新
右
衛
門
の
孫
勘
兵

と
で
あ
る
。
第
ご
に
越
資
質
三
州
志
の
迫
考
に
、
『
比
一
真
言
宗
に
臨
す
る
。
大
永
二
年
祭
範
の
開
基
。
能
登
一
衛
事
保
十
一
年
逐
電
し
て
断
絶
し
た
。

築
授
は
延
富
式
に
も
出
づ
れ
ば
、
加
到
の
大
擦
な
一
名
跡
志
に
、
『
此
寺
ハ
安
養
寺
〉
の
隠
民
地
に
法
華
寺
と
一
ホ
テ
イ
イ
シ
布
袋
右
鹿
島
郡
能
登
島
の
野
崎

。
。
然
れ
ば
若
し
此
の
客
使
来
蒋
の
障
は
、
此
の
筏
一
て
、
近
郷
の
員
蓄
の
大
寺
な
り
。
本
館
薬
師
如
来
の
一
に
麗
し
、
自
然
に
布
袋
の
如
き
形
朕
を
な
し
て
ゐ
る
。

に
非
ざ
る
欺
。
一
番
に
、
額
乙
丸
領
に
碇
河
と
い
ふ
一
恕
像
は
大
仰
に
て
、
摘
出
の
中
よ
り
出
給
ふ
也
。
』
と
一
珠
洲
郡
に
援
す
る
仰
体
石
と
同
一
種
類
に
臨
す
る
。

治
名
あ
り
。
是
は
古
へ
手
取
川
の
此
の
越
を
流
る
L

一
あ
る
。
寺
臓
に
、
不
動
明
王
座
像
体
高
七
入
梅
が
あ
一
↓
ネ
プ
日
イ
シ
穏
り
石
。

頃
、
唐
結
審
岸
、
従
を
下
せ
し
放
の
名
な
り
と
い
ふ
一
っ
て
、
平
安
末
期
の
作
と
認
め
ら
れ
、
も
と
総
殿
堂
一
ホ
ト
ケ
ア
ナ
傭
穴
珠
洲
郡
布
捕
の
う
ち
兆
那

説
あ
り
。
彼
是
参
考
に
備
ふ
0
』
と
い
う
て
ゐ
る
o
額
一
に
安
鐙
せ
ら
れ
た
も
の
。
寄
木
造
内
割
、
衣
紋
浅
く
二
に
あ
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
路
那
と
い
ふ
に
仰
穴
と

乙
丸
の
地
は
海
岸
を
限
る
こ
と
入
粁
除
。
手
取
川
が
一
組
朴
な
作
風
で
、
大
正
十
三
年
入
且
岡
地
白
山
紳
枇
一
い
ふ
洞
お
り
。
南
向
に
て
、
磁
の
松
島
・
高
麗
島
と

こ
L
を
統
れ
た
こ
と
の
航
貨
を
論
ず
る
ま
で
も
な
一
の
所
有
と
し
て
附
践
に
指
定
せ
ら
れ
た
が
、
昭
和
四
一
い
う
て
風
景
い
は
ん
方
な
し
。
閑
穏
に
し
て
奥
州
松

〈
、
海
舶
の
入
る
ぺ
き
腕
で
は
な
い
。
若
し
そ
れ
均
一
年
五
局
常
寺
に
移
管
せ
ら
れ
た
0

・
一
島
の
見
仰
上
人
来
。
給
ひ
て
、
三
年
ま
で
此
澗
に
住

梁
撲
に
歪
つ
て
は
、
何
人
も
関
心
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
一
ホ
ッ
ケ
ダ
=
法
華
谷
鹿
島
郡
小
島
の
内
で
あ
一
み
給
ひ
て
、
共
般
に
、
三
年
ま
で
を
ち
震
ね
つ
る
布

る
腕
で
、
激
海
使
が
加
賀
箸
停
申
の
能
回
か
は
、
必
一
る
o
前
問
利
家
入
邸
の
際
、
富
田
景
政
が
命
を
奉
じ
一
捕
を
け
ふ
た
ち
そ
め
て
い
つ
か
き
て
見
ん
見
仰
上

ず
こ
与
に
繋
泊
し
た
で
あ
ら
う
が
、
詩
人
は
比
梁
の
一
て
、
山
地
を
法
務
宗
寺
院
の
屋
敷
に
奥
へ
た
も
の
で
二
人
。
商
行
撰
集
抄
に
、
西
行
此
上
人
に
あ
ひ
給
へ
る

外
に
大
野
擦
も
亦
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
ひ
一
そ
こ
に
は
本
行
寺
・
印
勝
寺
・
質
相
寺
・
上
腿
寺
・
本
興
一
は
、
能
菅
凶
い
な
や
つ
の
部
、
洞
は
商
肉
と
あ
り
。

得
る
o
そ
は
正
食
院
文
普
天
平
三
年
二
且
の
越
前
大
一
寺
・
本
延
寺
・
長
瀞
寺
・
長
久
寺
・
長
興
寺
・
成
諮
寺
・
妙
一
能
賛
同
に
い
な
や
つ
の
郡
な
し
o
案
ず
る
に
須
禄
端

麗
帳
加
賀
部
の
断
片
に
、
『
怠
溺
梅
榔
人
食
祈
五
十
一
閥
寺
の
十
つ
寺
が
あ
る
o

一
と
醤
き
て
い
な
や
つ
の
釧
あ
る
や
い
か
ど
0
』
と
記
す

組
問
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
袈
授
の
継
は
之
を
今
の
河
一
ホ
ッ
ケ
ド
ウ
法
華
堂
羽
咋
郁
今
績
の
百
姓
。
一
る
が
信
じ
ら
ぜ
ぬ
。

北
・
石
川
ご
郡
に
求
む
べ
き
で
あ
り
、
耐
し
て
こ
郡
一
能
管
誌
に
、
『
今
滋
に
法
務
営
と
て
古
き
百
姓
ぁ
。
。
一
ホ
ト
ケ
イ
シ
備
右

4
プ
ツ
タ
イ
セ
キ
仰
体

中
紡
舶
の
繋
泊
に
可
な
る
腕
は
、
河
北
潟
の
笛
排
水
一
此
者
む
か
し
細
見
村
に
あ
り
し
者
に
て
、
共
頃
日
蓮
一
石
。

ロ
に
あ
っ
た
大
野
授
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
一
上
人
の
弟
子
日
像
上
人
北
凶
ヘ
下
向
あ
り
し
時
、
此
一
ホ
ト
ケ
ガ
ハ
ラ
偽
ヶ
原

4
ホ
ト
ケ
ノ
ハ
ラ

地
延
萄
式
内
大
野
疫
抑
枇
の
所
在
で
あ
り
、
制
限
に
一
者
の
家
に
滞
在
有
て
、
衆
生
に
大
束
の
法
味
を
殻
き
一
僻
，
原
。

良
港
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
彼
の
兆
架
設
は
、
弘
一
聞
か
せ
ら
る
。
故
に
今
に
法
務
蛍
と
呼
べ

b
o』
と
あ
一
ホ
ト
ケ
ギ
錦
木
羽
咋
郡
土
問
医
に
臨
す
る
部

仁

十

四

年

江

沼

郡

の

五

郷

二

腸

を

捌

い

て

能

美

郡

を

一

る

。

一

帯

。

能

登

名

跡

志

に

斗

仰

木

村

は

山

中

に

在

。

元

は

置
い
た
時
、
胎
楽
勝
は
そ
の
こ
騨
申
の
一
つ
で
あ
っ
一
ホ
ツ
シ
ン
ジ
睡
眠
心
寺
金
持
弓
J

町
に
在
っ
て
、
一
僻
切
村
と
い
へ

b
o
是
は
館
山
和
簡
の
弟
子
梅
山
部

た
か
ら
、
港
禄
も
亦
醤
江
沼
郡
の
所
管
で
、
前
泡
天
一
回
拠
出
訳
束
振
に
鴎
す
る
。
初
め
安
江
木
町
・
田
丸
町
に
一
師
、
此
腕
に
て
鐙
賊
に
逢
ひ
給
ひ
し
時
、
守
仰
の
観

卒
=
一
年
の
加
賀
郡
と
波
交
渉
で
あ
ら
う
。
一
在
っ
た
が
、
大
正
三
年
や
の
地
に
移
っ
た
。
一
世
普
身
代
り
に
立
給
ひ
し
故
也
。
越
前
倒
松
尾
滴
滞

ホ
ツ
ガ
ン
ジ
麓
願
寺
江
沼
郷
三
引
に
あ
っ
て
、
一
ホ
ツ
タ
ザ
プ
ロ
Z

モ
ン
堀
田
三
郎
右
衛
門
初
一
寺
は
梅
山
和
簡
の
開
基
也
。
』
と
見
え
、
越
菅
賀
一
一
一
州

民
宗
東
振
に
鴎
す
る
。
め
て
二
百
石
を
受
け
て
加
賀
務
に
仕
へ
、
延
健
五
年
一
志
に
、
永
勝
二
年
一
一
一
周
楓
弁
景
隆
・
三
宅
長
盛
等
m
m

ホ
ツ
l

ホ
ト

E圏

百1

ニぞ

.品

咋
郡
へ
出
兵
し
た
時
、
長
約
池
之
を
迎
へ
討
ち
、
仰

木
に
於
い
て
勝
利
を
得
た
と
あ
る
。

ホ
ト
ケ
ゴ
ゼ
ン
傭
御
前
卒
清
盛
に
鎚
せ
ら
れ

た
と
い
ふ
白
拍
子
仰
の
出
生
地
は
、
今
の
能
奨
郡
原

で
、
普
は
仰
，
原
と
言
う
た
腕
で
あ
る
と
い
ふ
。
こ

の
地
加
賀
の
凶
府
に
詑
く
、
王
朝
地
方
文
化
の
尚
・
心

で
あ
っ
た
か
ら
、
か
L

る
名
妓
を
出
し
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
越
管
抑
制
三
州
志
に
は
、
『
邑
長
の
家
、
仰
御

前
の
像
尺
有
俄
の
者
を
貯
ふ
。
』
と
記
し
、
仰
御
前
山
中

路
認
に
、
そ
の
像
が
賃
永
以
前
に
は
、
村
よ
0
東
北

の
山
艇
に
二
三
闘
の
堂
に
納
め
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

を
述
べ
て
跨
る
。
仰
，
原
を
仰
御
前
の
出
生
地
で
あ

る
と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
頗
る
古
〈
、
謡
曲
に
も
慨
に

材
を
之
に
取
っ
て
居
る
の
だ
か
ら
、
信
じ
て
い
L
と

恩
は
れ
る
が
、
木
像
は
近
代
に
諮
曲
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ホ
ト
ケ
ゴ
ゼ
ン
タ
セ
キ
キ
傭
御
前
事
跡
記
一

加
。
能
美
郡
原
の
遊
揚
に
あ
る
仰
御
前
像
の
縁
起

で
、
資
永
中
川
口
民
宗
左
衛
門
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
ト
ケ
ジ
守
備
島
臨
時
郡
大
泊
の
う
ち
抑
・
浦

の
海
岸
か
ら
一

O
O米
の
神
に
在
る
。
廻
り
五

O
米、

高
さ
一

O
米。

ホ
ト
ケ
ダ
=
綿
谷
鹿
島
郡
佐
々
一
波
の
山
巾
に

在
る
。
そ
の
聞
に
仰
像
に
似
た
自
然
の
特
有
が
あ
っ

て
、
倒
岩
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

ホ
ト
ケ
ノ
ウ
ラ
悌
ノ
浦
鳳
京
都
鵜
入
か
ら
同

領
小
字
澗
波
に
至
る
聞
の
梅
街
を
い
ふ
。
石
仰
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ホ
ト
ケ
ノ
ハ
ラ
傍
J

原
源
.
牛
腐
表
記
安
元
三

年
白
山
静
飢
(
援
の
僚
に
、
仰
ャ
原
金
銅
宮
に
跡
飢
(
を

据
ゑ
た
と
あ
り
、
叉
廻
同
線
記
に
は
、
『
ほ
と
け
の
原

と
い
代
る
腕
を
溢
侍
る
と
て
、
我
た
の
む
仰
の
原
に

今
き
て
ぞ
行
ふ
遊
の
か
ひ
ぞ
し
ら
る
L
O
』
と
見
え

七
五
五


